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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
排出部から排出され処理されるシートを積載する第１のシート積載手段と、前記第１のシ
ート積載手段上で処理されたシートを積載する第２のシート積載手段とを備えたシート処
理装置であって、
　前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移
動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可
能な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ
向かう方向に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場合、前
記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を第一速
度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシート積
載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向
に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されない場合、前記排出位
置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前記第一速度よ
りも遅い第二速度とすることを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２の
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シート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場合
、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を第
三速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシー
ト積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されない場合、
前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前記
第三速度よりも遅い第四速度とすることを特徴とする請求項１記載のシート処理装置。
【請求項３】
シートに対して画像形成する画像形成部と、前記画像形成部から排出され処理されるシー
トを積載する第１のシート積載手段と、前記第１のシート積載手段上で処理されたシート
を積載する第２のシート積載手段とを備えた画像形成装置であって、
前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移動
開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可能
な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ
向かう方向に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出される場合
、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を第
一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシー
ト積載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう
方向に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出されない場合、前
記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前記第
一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２の
シート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出される
場合、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度
を第三速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２の
シート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出されな
い場合、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速
度を前記第三速度よりも遅い第四速度とすることを特徴とする請求項３記載の画像形成装
置。
【請求項５】
排出部から排出され処理されるシートを積載する第１のシート積載手段と、前記第１のシ
ート積載手段上で処理されたシートを積載する第２のシート積載手段とを備えたシート処
理装置であって、
　前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移
動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可
能な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場
合、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を
第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシ
ート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されない場合
、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前
記第一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とするシート処理装置。
【請求項６】
シートに対して画像形成する画像形成部と、前記画像形成部から排出され処理されるシー
トを積載する第１のシート積載手段と、前記第１のシート積載手段上で処理されたシート
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を積載する第２のシート積載手段とを備えた画像形成装置であって、
前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移動
開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可能
な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出され
る場合、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速
度を第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出され
ない場合、前記移動開始位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動
速度を前記第一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート処理装置及び画像形成装置に関し、特に処理されたシートを排出する
際の動作音低減に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複写機、プリンタ、レーザープリンタ、ファクシミリ及びこれらの複合機器等の
画像形成装置においては、画像形成装置本体に、画像形成装置本体から排出されるシート
に対して綴じ処理等の処理を施すシート処理装置を設けるようにしたものがある。
【０００３】
　そして、このようなシート処理装置としては、画像形成装置本体から排出されたシート
をシート処理部に搬送し、このシート処理部にて、排出されたシートを積載整合するシー
ト積載整合動作、およびシートを綴じるステイプル動作等の処理を施すようにしたものが
ある。このようなシート処理装置は、画像形成されたシートを第１のシート積載手段で処
理して移動手段により第２のシート積載手段へ移動することができる（特許文献１参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３０６５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来のシート処理装置においては、移動手段が第１のシート積載手段から第
２のシート積載手段にシートを移動する際、移動手段の動作音が発生していた。この移動
手段の動作音は、移動手段がシートを移動させる際、第１のシート積載手段に、次に処理
するシートが搬送される場合、この次のシートが搬送される際に発生する音等と合わさる
ことにより目立たない場合が多い。しかし、画像形成装置の印刷ジョブにおける最後のシ
ートを移動手段がシートを移動させる際、次に処理するシートが搬送されないので、移動
手段の動作音が目立ってしまうという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような現状に鑑みてなされたものであり、簡素な構成でシート移動時の
動作音を抑えることのできるシート処理装置及び画像形成装置を提供することを目的とす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明のシート処理装置は、排出部から排出され処理されるシートを積載する第１のシー
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ト積載手段と、前記第１のシート積載手段上で処理されたシートを積載する第２のシート
積載手段とを備えたシート処理装置であって、前記第１のシート積載手段上のシートを前
記第２のシート積載手段へ移動させる際の移動開始位置と該シートを前記第２のシート積
載手段に排出するための排出位置とに移動可能な移動手段と、前記移動手段を制御する制
御手段と、を備え、前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手
段により前記第２のシート積載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前
記移動開始位置へ向かう方向に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排
出される場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の
移動速度を第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前
記第２のシート積載手段に移動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始
位置へ向かう方向に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されない
場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度
を前記第一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とする。
【０００８】
本発明の画像形成装置は、シートに対して画像形成する画像形成部と、前記画像形成部か
ら排出され処理されるシートを積載する第１のシート積載手段と、前記第１のシート積載
手段上で処理されたシートを積載する第２のシート積載手段とを備えた画像形成装置であ
って、前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際
の移動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移
動可能な移動手段と、前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前
記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシート積載手段に移
動させてから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向に移動させ
る際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出される場合、前記排出位置から前
記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を第一速度とし、前記第１
のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシート積載手段に移動させ
てから前記移動手段を前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向に移動させる際、
該シートの後に前記画像形成部からシートが排出されない場合、前記排出位置から前記移
動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前記第一速度よりも遅い第二
速度とすることを特徴とする。
 
 
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、シートを移動手段により排出させる際、排出部からシート排出信号を
受信していない場合は、移動手段を遅く移動させるため、移動手段の動作音が静かになる
。これにより、簡素な構成で移動手段の動作音を低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係るシート処理装置を備えた画像形成装置の構成を示す断
面図。
【図２】上記シート処理装置の構成を説明する図。
【図３】上記シート処理装置の処理トレイ上にシートが排出される様子を示す図。
【図４】上記シート処理装置のオフセットローラ及び搬送ローラの駆動機構を説明する図
。
【図５】上記シート処理装置のオフセットローラ、搬送ローラ、シート束排出部材及びシ
ートクランプ部材の駆動機構を説明する図。
【図６】上記オフセットローラの動作、それに伴うシートの動きを説明する第１の図。
【図７】上記オフセットローラの動作、それに伴うシートの動きを説明する第２の図。
【図８】上記シートクランプ部材の動作を説明する図。
【図９】上記シート束排出部材がシート束をスタックトレイに排出する様子を示す図。
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【図１０】上記シート処理装置の制御部の構成を示すブロック図。
【図１１】上記シート処理装置の処理トレイ上にシートが排出される前の状態を示す図。
【図１２】上記シート束排出部材がシート束をスタックトレイに排出する位置に移動した
時の様子を示す図。
【図１３】上記シート処理装置のシート処理動作の一部を説明するフローチャート。
【図１４】上記シート処理装置のシート処理動作の残りの部分を説明するフローチャート
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を用いて詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の実施の形態に係るシート処理装置を備えた画像形成装置の構成を示す
断面図であり、同図において、Ａは画像形成装置、５００は画像形成装置本体（排出部）
、３００は画像形成装置本体５００の上面に設けられた自動原稿給送装置（ＡＤＦ）、４
００は画像形成装置Ａから排出されたシートの処理を行うシート処理装置である。
【００１３】
　また、同図において、１２０は原稿を画像データに変換するリーダ部（画像入力装置）
、２００は複数種類のシートカセット２０４，２０５を有し、プリント命令により画像デ
ータをシート上に可視像として出力する画像形成部であるプリンタ部である。
【００１４】
　そして、このような構成の画像形成装置Ａにおいて、原稿画像を読み取って画像を形成
する場合には、まず自動原稿給送装置（ＡＤＦ）３００上に積載された原稿を、１枚づつ
順次プラテンガラス面１０２上に搬送するようにする。
【００１５】
　次に、このように原稿がガラス面１０２上の所定位置へ搬送されると、リーダ部１２０
のランプ１０３が点灯し、かつスキャナユニット１０１が移動して原稿を照射する。そし
て、この原稿からの反射光は、ミラー１０５，１０６，１０７及びレンズ１０８を通して
ＣＣＤイメージセンサ部１０９に入力され、このＣＣＤイメージセンサ部１０９において
光電変換等の電気処理が行われ、通常のデジタル処理が施される。
【００１６】
　次に、このように電気処理が施された画像信号はプリンタ部２００の露光制御部２０１
にて、変調された光信号に変換され、感光体ドラム２０２を照射する。そして、この照射
光によって感光体ドラム２０２上に潜像が形成され、この潜像は、現像器２０３によって
現像され、この結果、感光体ドラム２０２上にトナー像が形成される。
【００１７】
　次に、このトナー像の先端とタイミングを合わせて、シートカセット２０４，２０５か
らシートＳが搬送され、転写部２０６にてトナー像がシートＳに転写される。この後、シ
ートＳに転写されたトナー像は、定着部２０７にて定着され、このようにトナー像が定着
された後、シートＳは排紙部２０８より装置外部に排出される。
【００１８】
　そして、排紙部２０８から出力されたシートＳは、シート処理装置４００に搬送され、
このシート処理装置４００であらかじめ指定された動作モードに応じて仕分け、綴じ等の
処理が行われる。
【００１９】
　なお、順次読み込む画像を１枚のシートＳの両面に出力する場合は、まず定着部２０７
で片面にトナー像が定着されたシートＳを、一度方向切り替え部材２０９を図中の実線方
向に切り替えることによりパス２１５に導き、さらに方向切り替え部材２１７を破線方向
に、また方向切り替え部材２１３を破線方向に切り替えることでパス２１８を経由して反
転パス２１２まで搬送する。
【００２０】
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　次に、シート後端が方向切り替え部材２１３を通過した後、方向切り替え部材２１３を
実線方向に切り替え、ローラ２１１の回転方向を反転することでシートをパス２１０に導
き、この後、転写部２０６まで搬送してシートＳの裏面に画像を形成するようにする。
【００２１】
　一方、シート処理装置４００は、シートを仕分けるソート動作に加えて、ステイプルユ
ニットによる綴じ動作であるステイプル機能を備えたものであり、図２に示すように、画
像形成装置本体５００から順次排出されるシートＳを処理するための処理トレイ４１０と
、処理トレイ４１０上で処理されたシート束を最終的に積載するスタックトレイ４２１を
備えており、原稿枚数に対応した枚数のシート束を処理トレイ４１０上で形成し、シート
束毎にスタックトレイ４２１へ排出するように構成されている。
【００２２】
　なお、同図において、４０１は画像形成装置本体５００から排出されたシートＳを受け
取るシート受け入れ部であり、このシート受け入れ部４０１で受け取ったシートＳは、入
口センサ４０３により検知された後、搬送ローラ４０５及びオフセットローラ４０７によ
って搬送され、この後、図３に示すように第１のシート積載手段としての処理トレイ４１
０上に排出される。なお、このように処理トレイ４１０に積載されたシートＳは図２に示
すシート束排出センサ４１５により検知される。
【００２３】
　ここで、このオフセットローラ４０７は、図４及び図５に示す軸４０６ａを中心として
上下方向へ移動可能なオフセットローラアーム４０６によって昇降可能に保持されており
、シートＳを処理トレイ４１０に排出する際には、オフセットローラアーム４０６を介し
て上方に移動するようになっており、これによりシートＳはオフセットローラ４０７に邪
魔されることなく、処理トレイ４１０上に排出される。
【００２４】
　なお、このオフセットローラアーム４０６は、ピックアップソレノイド４３３によって
軸４０６ａを支点として昇降可能となっている。つまり、オフセットローラ４０７は、こ
のピックアップソレノイド４３３のオン・オフにより昇降する。
【００２５】
　また、このオフセットローラ４０７は、図５に示すように搬送ローラ４０５を駆動する
搬送モータ４３１によりベルト４３１ａ，４３１ｂを介して駆動されるようになっており
、搬送モータ４３１が回転すると、搬送モータ４３１の回転量に応じた量だけ搬送方向、
或いは搬送方向の逆方向に回転（以下、逆転という）するようになっている。
【００２６】
　なお、本実施の形態においては、シート束排出センサ４１５がシートを検知すると、ピ
ックアップソレノイド４３３がオフされるようになっており、これによりオフセットロー
ラ４０７は自重で下降してシート上に着地し、この後、所定時間シート搬送方向に回転し
、さらに所定時間が経過すると逆転するようになっている。
【００２７】
　そして、このように逆転することにより、シートの後端を処理トレイ４１０の搬送方向
上流側端部に立設されたシート後端ストッパ４１１に突き当ててシートＳの搬送方向の整
合を行うようにしている。
【００２８】
　なお、図４において、４１６はシートのシート搬送方向と直交する方向（以下、幅方向
という）の端部の整合位置基準となる位置決め壁、４２０は処理トレイ４１０の位置決め
壁付近に配設され、処理トレイ４１０上で形成されたシート束に対してステイプル処理を
行うステイプラユニットであり、オフセットローラ４０７は、オフセットモータ４３２の
駆動によりラックとピニオンを介して幅方向に移動し、位置決め壁４１６に近接すること
ができるようになっている。
【００２９】
　そして、このようにオフセットローラ４０７が位置決め壁４１６に近接する際、シート
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後端ストッパ４１１に突き当てられて搬送方向の整合がなされたシートは、オフセットロ
ーラ４０７の摩擦力によって位置決め壁４１６まで移動して幅方向の位置決めが行われる
ようになっている。なお、シートＳが位置決め壁４１６に突き当った後、オフセットロー
ラ４０７はシート上を滑りながら移動して停止するようになっている。
【００３０】
　このようなオフセットローラ４０７を備えることにより、処理トレイ４１０上に排出さ
れたシートは、図６の（ａ）に示すようにシート搬送方向に回転するオフセットローラ４
０７によりスタックトレイ側に搬送された後、図６の（ｂ）に示すようにオフセットロー
ラ４０７の逆転によりシート後端ストッパ４１１まで戻され、その後、後端ストッパ４１
１に後端を突き当てて整合される。
【００３１】
　なお、この図６及び後述する図７、図８においては、既述した図４と異なり、オフセッ
トローラ４０７がオフセットローラアーム４０６の内側に配された構成のものを用いて説
明しているが、この構成の違いは単に設計上の違いに過ぎず、図４に示した構成のものと
、機能及び作用についての差異はない。
【００３２】
　そして、この後、図６の（ｃ）に示すようにオフセットローラ４０７をシートＳに接地
した状態で軸４０６ａに沿って位置決め壁側に移動させることにより、シートＳの幅方向
の端部が位置決め壁４１６により押し当てられ、シートＳの幅方向の整合が行われる。
【００３３】
　一方、図５において、４１２は整合されたシートＳの後端部を不図示の付勢手段による
付勢力により上方から押さえつけるシート束保持手段としてのシートクランプ部材であり
、シートの後端の整合を行った後、図７の（ａ）に示すように、オフセットローラ４０７
がピックアップソレノイド４３３によって持ち上げられた後、整合されたシートＳをシー
トクランプ部材４１２により、図７の（ｂ）に示すように上方から押えるようにしている
。これにより、処理トレイ４１０に先に排出されたシートＳを、この後、順次送られてく
るシートＳによる連れ送り等の影響を受けることなく所定の位置に保持することができる
ようになっている。
【００３４】
　なお、このシートクランプ部材４１２は、オフセットローラ４０７が逆転している際に
はシートＳを受け入れることができるよう図８の（ａ）に示すように上方回動し、端部を
整合するためオフセットローラ４０７と共にシートＳが幅方向に移動する際には、シート
Ｓの移動の負荷とならないよう図８の（ｂ）に示すように上方回動している。
【００３５】
　また、図５において、４１３は処理されたシート束をスタックトレイ４２１に排出する
移動手段として例示するシート束排出部材であり、このシート束排出部材４１３はシート
クランプ部材４１２を回動自在に保持すると共に、整合されたシート束を、或は整合され
た後、ステイプルされたシート束を、シートクランプ部材４１２により保持した状態で、
図９に示すように処理トレイ４１０の下流側に設けられた第２のシート積載手段としての
スタックトレイ４２１の方向に移動するようになっている。
【００３６】
　さらに、この後、同図の実線で示すシート排出位置である処理トレイ４１０の先端部に
到達すると、スタックトレイ４２１上でシートクランプ部材４１２によるシート束ＳＡの
保持を解除し、シート束ＳＡをスタックトレイ４２１に排出するようにしている。
【００３７】
　ここで、このシート束排出部材４１３は、図５に示すように移動手段としてのシート束
排出モータ４３０によってラックとピニオンを介して動力が伝達されることにより、スタ
ックトレイ４２１にシート束を排出する位置（排出位置）と、シート後端ストッパ４１１
付近のシート束を保持する保持位置としてのホームポジション（移動開始位置）との間を
往復移動することができるようになっている。なお、このシート束排出部材４１３は、通
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常シート束排出モータ４３０の励磁によってホームポジションに固定されている。
【００３８】
　図５において、４３４はシートクランプ部材４１２を回動させるためのクランプソレノ
イドであり、このクランプソレノイド４３４は、オフセットローラ４０７がシートを搬送
した後、回転を停止したとき及びオフセットローラ４０７が幅方向に移動するとき、オン
とされ、レバー４３４ａ及びシートクランプ部材４１２に設けられた解除レバー部４１２
ａを介してシートクランプ部材４１２を上方回動させるようになっている。
【００３９】
　なお、本実施の形態においては、シートＳを幅方向に移動した後、シートの搬送方向の
ずれを補正するため、オフセットローラ４０７を再度逆転させて整合動作を終了するよう
にしており、これにより高精度の整合を実現している。そして、指定された枚数のシート
の整合処理が完了すると、このクランプソレノイド４３４によりシートクランプ部材４１
２を閉じてシート束を保持するようにしている。
【００４０】
　図１０はこのような構成のシート処理装置４００の制御部の構成を示すブロック図であ
り、１００は本実施の形態における制御手段として例示するＣＰＵである。ここで、この
ＣＰＵ１００は、内部にＲＯＭ１１０を有し、ＲＯＭ１１０には、後述する図１３及び図
１４に示す制御手順に対応するプログラム等が格納されている。ＣＰＵ１００は、このプ
ログラムを読み出し、実行して各部の制御を行うようになっている。
【００４１】
　また、ＣＰＵ１００は作業用データや入力データが格納されたＲＡＭ１２１を内蔵して
おり、ＣＰＵ１００は前述プログラムに基づいてＲＡＭ１２１に収納されたデータを参照
して制御を行うようになっている。さらに、ＣＰＵ１００の入力ポートには入口センサ４
０３、シート束排出センサ４１５等のセンサが接続されており、またＣＰＵ１００の出力
ポートには搬送モータ４３１、オフセットモータ４３２、シート束排出モータ４３０、ピ
ックアップソレノイド４３３、クランプソレノイド４３４等のモータおよびソレノイドが
接続されている。ＣＰＵ１００はこれらのセンサの状態に基づき、前述プログラムに従っ
て出カポートに接続された各種モータ、ソレノイド等の負荷を制御するようになっている
。
【００４２】
　また、ＣＰＵ１００はシリアルインターフェイス部（Ｉ／Ｏ）１３０を備えており、画
像形成装置本体５００（の制御部）と制御データの授受を行うと共に、シリアルインター
フェイス部（Ｉ／Ｏ）１３０を介して画像形成装置本体５００（の制御部）から送られて
くる制御データをもとに各部の制御を行うようになっている。
【００４３】
　なお、画像形成装置本体５００はシート排出部２０８から排出するシートのサイズを把
握しているので、シート処理装置４００の制御部は画像形成装置本体５００の制御部とシ
リアル通信をすることにより、処理トレイ４１０上に挿入されたシートのサイズを把握す
ることが可能となっている。
【００４４】
　従って、シート処理装置４００の制御部（ＣＰＵ１００）は画像形成装置本体５００か
らシートＳが排出されるたびに、そのサイズを把握し、オフセットモータ４３２を制御す
ることにより、オフセットローラ４０７の幅方向の移動量をシートサイズに応じた移動量
となるよう制御することができる。これにより、オフセットローラ４０７は処理トレイ４
１０上に排出されているシートのサイズに応じた量だけ移動し、シートＳの側端を位置決
め壁４１６に対して確実に押し付けることが出来る。
【００４５】
　なお、本実施の形態においては、スタックトレイ４２１に積載されたシート束が処理ト
レイ４１０の一部を構成していることから、処理トレイ４１０からシート束ＳＡの排出が
なされると、スタックトレイ４２１は積載されたシート束の最上面が処理トレイ４１０と
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略合致するまで、スタックトレイ昇降モータ（図１０参照）により下降するようになって
いる。
【００４６】
　ところで、図１１において、４１０ａは、処理トレイ４１０の先端上面に形成され、シ
ート束排出部材４１３の移動方向と逆方向に所定距離だけ延びた凹部であり、シート束排
出部材４１３が処理トレイ４１０の先端部に到達した後、一旦停止し、この後、ホームポ
ジションに戻るとき、シートクランプ部材４１２のレバー部としての解除レバー部４１２
ａの下端が、この凹部４１０ａに沿って移動するようになっている。
【００４７】
　なお、この解除レバー部４１２ａは、シート束排出部材４１３が移動する際、処理トレ
イ４１０に圧接した状態で摺動するようになっており、これにより解除レバー部４１２ａ
が凹部４１０ａに臨む位置に移動すると、解除レバー部４１２ａは弾性的に凹部内に入り
込むようになる。
【００４８】
　そして、この後、シート束排出部材４１３が所定距離だけ移動すると、凹部４１０ａの
側端に解除レバー部４１２ａが係止され、さらにシート束排出部材４１３が移動すると、
解除レバー部４１２ａが時計方向に回動し、これに伴いシートクランプ部材４１２が上方
回動するようになっている。
【００４９】
　つまり、処理トレイ４１０の先端上面に保持解除部としての凹部４１０ａを形成し、シ
ート束排出部材４１３がホームポジションに戻る方向に移動する際、凹部４１０ａの側端
にシートクランプ部材４１２の解除レバー部４１２ａを係止させることにより、シートク
ランプ部材４１２がシート束を保持する第１位置から、シート束の保持を解除する第２位
置に上方回動（移動）するようになる。
【００５０】
　なお、第１位置と第２位置に移動可能なシート束排出部材４１３を、移動させてシート
クランプ部材４１２を上方回動させる所定距離は、シートクランプ部材４１２による保持
が解除されたとき、シート束ＳＡが自重によりスタックトレイ上に落下する距離である。
【００５１】
　そして、このようにシート束ＳＡをスタックトレイ上に積載する際、シート束排出部材
４１３を一旦停止した後、シート束ＳＡを落下させるようにすることにより、シート束Ｓ
Ａの慣性力を低減することができ、これにより常にシート束落下位置を一定とすることが
できる。この結果、略水平なスタックトレイ４２１にシート束ＳＡを載置する際、シート
束ＳＡの慣性力による整合ずれを防止することができ、またシート束間のずれも防ぐこと
ができ、スタックトレイ上のシート束ＳＡの積載性を向上させることができる。
【００５２】
　次に、以上のように構成された本実施の形態のシート処理装置４００のシート処理動作
を図１３及び図１４に示すフローチャートに沿って説明する。
【００５３】
　先ず、画像形成装置本体５００による画像形成動作が開始されると、シート処理装置４
００のＣＰＵ１００（図１０参照）は、画像形成装置本体５００からシート排出信号を受
信したか否かをチェックする（Ｓ１００）。ここで、シート排出信号を受信した場合（Ｓ
１００のＹ）、ＣＰＵ１００は、ピックアップソレノイド４３３をオンし（Ｓ１１０）、
オフセットローラアーム４０６によって支えられているオフセットローラ４０７を引っ張
り上げる。
【００５４】
　次に、ＣＰＵ１００は、搬送モータ４３１をオンし（Ｓ１２０）、排紙パス途中に設置
されている搬送ローラ４０５が、画像形成装置本体５００の排紙方向と同じ方向にシート
を搬送できるようにする。ここで、最初のシートの先端が入口センサ４０３を通過して入
口センサ４０３をオンとし（Ｓ１３０のＹ）、この後、シートが搬送ローラ４０５に到達
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してシートに搬送ローラ４０５から動力が伝わる状態になり、画像形成装置本体５００の
排紙部２０８（図１参照）からシートが離れると（Ｓ１４０のＹ）、シートの受け渡しが
完了する。
【００５５】
　次に、ＣＰＵ１００は、搬送ローラ４０５によりシートを処理トレイ４１０まで搬送し
つつ、搬送ローラ４０５からシートが抜けきらないうちに、ピックアップソレノイド４３
３をオフさせ（Ｓ１５０）、オフセットローラ４０７を自重でシートの上に着地させる。
この後、図６の（ａ）に示すように、ＣＰＵ１００は、オフセットローラ４０７によりシ
ートＳを所定位置まで搬送する（Ｓ１６０）。そして、シートＳを所定位置まで搬送する
と（Ｓ１６０のＹ）、ＣＰＵ１００は、搬送モータ４３１の回転を停止し（Ｓ１７０）、
シートＳの搬送を停止させる。
【００５６】
　次に、ＣＰＵ１００は、オフセットローラ４０７の回転が止まった時点でクランプソレ
ノイド４３４をオンし（Ｓ１８０）、図６の（ｂ）に示すように、シート後端ストッパ４
１１近傍に設置されているシートクランプ部材４１２を開く。この後、ＣＰＵ１００は、
搬送モータ４３１を搬送方向とは逆方向に回転させ、オフセットローラ４０７によってシ
ートＳを引き戻し（Ｓ１９０）、シート後端をシート後端ストッパ４１１に突き当てる。
【００５７】
　なお、シート後端をシート後端ストッパ４１１に突き当てる際のオフセットローラ４０
７の回転量は、画像形成装置本体５００から送られてくる際に生じるシートＳの斜行を考
慮し、シートＳの搬送を止めてスイッチバックさせる地点から、シート後端ストッパ４１
１までの距離よりも若干多く搬送できるように回転させている。
【００５８】
　次に、ＣＰＵ１００は、画像形成装置本体５００からのサイズ情報により排出されるシ
ートサイズをチェックし（Ｓ２００）、排出されるシートＳのサイズに応じたオフセット
移動量、即ち処理トレイ上４１０に排出されたシートＳを位置決め壁４１６に押し付ける
ために必要なシートＳの幅方向の移動距離を算出する（Ｓ２１０）。
【００５９】
　そして、この後、ＣＰＵ１００は、オフセットローラ４０７を、図６の（ｃ）に示すよ
うにオフセットモータ４３２により、ラックとピニオンを介して位置決め壁４１６までオ
フセット移動させる（Ｓ２２０）。ここで、このようにオフセットローラ４０７が移動す
る際、オフセットローラ４０７に接したシートＳはオフセットローラ４０７の摩擦力によ
って位置決め壁４１６の方向に、オフセットローラ４０７と共に移動する。なお、このと
きシートクランプ部材４１２は、シートＳの移動の負荷とならないよう図８の（ｂ）に示
すように上方回動している。
【００６０】
　次に、オフセットローラ４０７はシートＳを位置決め壁４１６に突き当てた後、若干シ
ートＳの上を滑りながら移動して止まる。そして、この後、オフセット移動後の搬送方向
の整合ズレを補正するため、ＣＰＵ１００は、オフセットローラ４０７を再び逆転させて
シートＳの引き戻しを行う整合操作を行うことで（Ｓ２３０）、一枚目のシートＳの整合
が完了する。
【００６１】
　次に、このように一枚目のシートＳの整合が完了すると、ＣＰＵ１００は、ピックアッ
プソレノイド４３３をオンとし（Ｓ２４０）、図７の（ａ）に示すようにオフセットロー
ラ４０７を持ち上げた後、クランプソレノイド４３４をオフする（Ｓ２５０）。これによ
り、図７の（ｂ）に示すようにシートクランプ部材４１２が閉られ、整合済みのシートＳ
が挟持保持されるようになり、この結果、最初に排出されたシートＳが、次に排出される
シートにより連れ送りされることを防ぐことができる。
【００６２】
　次に、図７の（ｂ）に示すように、オフセットローラ４０７は持ち上げられた状態でオ
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フセットモータ４３２により、ラックとピニオンを介してホームポジションまで復帰移動
する（Ｓ２６０）。
【００６３】
　ＣＰＵ１００は、この処理トレイ４１０上に収容されたシートＳが複写原稿の最終ペー
ジに対応した最終のシートか（束内の最終シートか）否かをチェックし（Ｓ２７０）、画
像形成装置本体５００から送られてきた情報に基づいて最終のシートＳでないと判断され
る場合は（Ｓ２７０のＮ）、Ｓ１３０に戻って入口センサ４０３がオンしているか否かの
チェックし、最終のシートＳが処理トレイ４１０に収容されるまで、前述のフローを繰り
返す。
【００６４】
　これにより、シート処理装置４００の制御部（ＣＰＵ）は画像形成装置本体５００から
シートＳが排出される毎に、シートＳのサイズを把握すると共にそのシートＳに適したオ
フセット移動量を算出することになり、オフセットローラ４０７が接触しているシートＳ
は、算出した移動量に基づいて整合処理を受け、位置決め壁４１６に整合される。
【００６５】
　一方、ＣＰＵ１００は、最終シートであると判断した場合には（Ｓ２７０のＹ）、処理
トレイ４１０上に複写原稿に対応したシート束が形成されていることとなるので、
次にステイプル処理が選択されているか否かをチェックし（Ｓ２８０）、選択されている
場合には（Ｓ２８０のＹ）、ステイプルユニット４２０を駆動してステイプル処理を実行
する（Ｓ２９０）。
【００６６】
　次に、ステイプル処理が選択されていない場合（Ｓ２８０のＮ）、或いはステイプル処
理が完了した後は、ＣＰＵ１００は、画像形成装置本体５００から、次のシートの排出信
号を受信しているか否かをチェックする（Ｓ２９１）。次のシートの排出信号を受信して
いる場合（Ｓ２９１のＹ）、ＣＰＵ１００は、シート束排出モータ４３０によりシート束
排出部材４１３を、図９に示すようにシートクランプ部材４１２によりシート束ＳＡを掴
んだ状態でスタックトレイ４２１の方向に前進させる。この際、ＣＰＵ１００は、シート
束排出部材４１３の往動作時の移動速度（第１の速度）を後述する第２の速度よりも速い
速度にしてシート束排出部材４１３を移動させることにより、シート束ＳＡを排出移動さ
せる（Ｓ２９２）。この第１の速度は、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を
受信している時の、シート束排出部材４１３の往動作時の速度である。
【００６７】
　また、次のシートの排出信号を受信していない場合（Ｓ２９１のＮ）、ＣＰＵ１００は
、シート束排出部材４１３を、シート束排出モータ４３０によりシート束排出部材４１３
を、図９に示すようにシートクランプ部材４１２によりシート束ＳＡを掴んだ状態でスタ
ックトレイ４２１の方向に前進させる。この際、ＣＰＵ１００は、シート束排出部材４１
３の往動作時の移動速度（第２の速度）を上述した第１の速度よりも遅い速度にしてシー
ト束排出部材４１３を移動させることにより、シート束ＳＡを排出移動させる（Ｓ２９３
）。この第２の速度は、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信していない
時の、シート束排出部材４１３の往動作時の速度である。
【００６８】
　このように、次のシートの排出信号を受信していない場合、第２の速度を第１の速度よ
りも遅くすることにより、次シートが画像形成装置本体５００から排出されない状況にお
いて、シート束排出部材４１３の移動による動作音を低減させることができる。
【００６９】
　次に、シート束排出部材４１３が処理トレイ４１０の先端位置（停止位置）に到達する
と、ＣＰＵ１００は、シート束排出部材４１３を一旦停止させる（Ｓ３０５）。この停止
位置は、シート束排出部材４１３の移動方向に関して、最もホームポジションから離れた
位置に設定されている。言い換えると、この停止位置は、シートの搬送方向に関して、最
もホームポジションから離れた位置に設定されている。そして、このようにシート束排出
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部材４１３を一旦停止させることにより、この時点でシート束ＳＡに作用する慣性力は無
くなる。
【００７０】
　この後、ＣＰＵ１００は、シート束排出部材４１３をホームポジションに戻る方向に移
動させるが、この際、シート束排出部材４１３によりシート束を移動させる前に画像形成
装置本体５００から次シート排出信号を受信しているか否か（Ｓ３１１）を確認する。次
シート排出信号を受信している場合（Ｓ３１１のＹ）、ＣＰＵ１００は、シート束排出部
材４１３の復動作時の移動速度（第３の速度）を後述する第４の速度よりも速い速度にし
てシート束排出部材４１３をホームポジションに戻る方向に移動させる（Ｓ３１２）。こ
の第３の速度は、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信している時の、シ
ート束排出部材４１３の復動作時の速度である。
【００７１】
　また、次シート排出信号を受信していない場合（Ｓ３１１のＮ）、ＣＰＵ１００は、シ
ート束排出部材４１３の復動作時の移動速度（第４の速度）を上述した第３の速度よりも
遅い速度にしてシート束排出部材４１３ををホームポジションに戻る方向に移動させる（
Ｓ３１３）。この第４の速度は、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信し
ていない時の、シート束排出部材４１３の復動作時の速度である。
【００７２】
　このように、次のシートの排出信号を受信していない場合、第４の速度を第３の速度よ
りも遅くすることにより、次シートが画像形成装置本体５００から排出されない状況にお
いて、シート束排出部材４１３の移動による動作音を低減させることができる。
ここで、シート束排出部材４１３がホームポジションに戻る方向に移動すると、シートク
ランプ部材４１２の解除レバー部４１２ａの下端が処理トレイ４１０の先端上面に設けら
れた凹部４１０ａ（図１１参照）の側端に当接し、これによりシート束ＳＡを掴んだ状態
であったシートクランプ部材４１２が上方回動し、シート束ＳＡの挟持（保持）を開放す
る。
【００７３】
　そして、このように挟持が開放されると、シート束ＳＡは自重によりスタックトレイ上
に落下する。なお、このとき、シート束ＳＡの慣性力はほとんど発生していないため、シ
ート束ＳＡはスタックトレイ上の一定の位置に落下するようになり、これによりシート束
ＳＡはスタックトレイ上に整列した状態で積載される。
次に、ＣＰＵ１００は、シート束ＳＡの排出動作にあわせてスタックトレイ４２１の移動
（下降）処理を行い（Ｓ３１４）、この後、シート束排出部材４１３をホームポジション
に戻す（Ｓ３２０）。シート束排出部材４１３は、ホームポジションから移動を開始して
から停止位置まで移動し、その後再びホームポジションに戻る。この一連の動作における
所要時間は、この一連の動作前にＣＰＵ１００が画像形成装置本体５００から次シート排
出信号を受信している時に比べて、この一連の動作前にＣＰＵ１００が画像形成装置本体
５００から次シート排出信号を受信していない時の方が長くなるように設定されている。
【００７４】
　次に、ＣＰＵ１００は、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信している
か否か（Ｓ３２１）を確認する。次のシートの排出信号を受信している場合（Ｓ３２１の
Ｙ）、ＣＰＵ１００は、Ｓ１３０のステップに戻って入口センサ４０３がオンしているか
否かのチェックを行い、以下のステップを繰り返す。また、次のシートの排出信号を受信
していない場合（Ｓ３２１のＮ）、ＣＰＵ１００は、搬送ローラ４０５、オフセットロー
ラ４０７の回転を止めるため搬送モータ４３１を停止させ（Ｓ３３０）、ピックアップソ
レノイド４３３をオフさせることにより（Ｓ３４０）、オフセットローラ４０７を下げて
一連の処理を終了する。
【００７５】
　なお、本実施の形態では、ＣＰＵ１００は、画像形成装置本体５００から次シート排出
信号を受信していない時の、シート束排出部材４１３の往動作の速度（第２の速度）を、
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画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信している時の、シート束排出部材４
１３の往動作時の速度（第１の速度）よりも遅くしていた。また、ＣＰＵ１００は、画像
形成装置本体５００から次シート排出信号を受信していない時の、シート束排出部材４１
３の復動作の速度（第４の速度）を、画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受
信している時の、シート束排出部材４１３の復動作時の速度（第３の速度）よりも遅くし
ていた。しかし、本発明はこれに限ったものではなく、第２の速度を第１の速度と同じに
し、第４の速度を第３の速度よりも遅くするようにシート束排出部材４１３を制御するよ
うにしてもよい。これにより、ＣＰＵ１００が画像形成装置本体５００から次シート排出
信号を受信していない時において、シートをスタックトレイ４２１に排出する際の排出時
間の遅れを抑えることができるとともに、シート束排出部材４１３の復動作時の動作音を
低減することができる。
【００７６】
　また、本実施形態においては、シート束排出部材４１３がホームポジションに戻る方向
に移動する際に、シートクランプ部材４１２の解除レバー部４１２ａの下端が処理トレイ
４１０の先端上面に設けられた凹部４１０ａ（図１１参照）の側端に当接する。このこと
によりシート束ＳＡを掴んだ状態であったシートクランプ部材４１２が上方回動し、シー
ト束ＳＡの挟持（保持）を開放するように構成されている。このため、解除レバー部４１
２ａの下端が凹部４１０ａの側端に当接する際、他の箇所の動作音に比べて大きな音が発
生する場合がある。そこで、ＣＰＵ１００が画像形成装置本体５００から次シート排出信
号を受信していない時において、以下のように制御するようにしてもよい。つまり、シー
ト束排出部材４１３が停止位置から移動し、解除レバー部４１２ａの下端が凹部４１０ａ
の側端に当接するまでの所定距離のみ、ＣＰＵ１００はシート束排出部材４１３を第３の
速度よりも遅い速度で移動させてもよい。そして、それ以外の箇所の移動速度は、ＣＰＵ
１００が画像形成装置本体５００から次シート排出信号を受信している場合のものと同じ
にしてもよい。このようにシート束排出部材４１３を制御することにより、解除レバー部
４１２ａの下端が凹部４１０ａの側端に当接する際の音を低減させることができる。
【００７７】
　また、これまでの説明において、画像形成装置に備えられたシート処理装置に設けられ
た制御部のＣＰＵがオフセットローラ等の動作を制御するようにした場合を説明したが、
制御部のＣＰＵは画像形成装置本体に設けられ、そのＣＰＵが前述オフセットローラ等の
シート処理動作を制御するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　２００　　　プリンタ部
　４００　　　シート処理装置
　４０７　　　オフセットローラ
　４１０　　　処理トレイ
　４１０ａ　　凹部
　４１１　　　シート後端ストッパ
　４１２　　　シートクランプ部材
　４１２ａ　　（シートクランプ部材の）解除レバー部
　４２０　　　ステイプラユニット
　４２１　　　スタックトレイ
　４３０　　　シート束排出モータ
　５００　　　画像形成装置本体
　Ａ　　　　　画像形成装置
　Ｓ　　　　　シート
　ＳＡ　　　　シート束
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